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今週末がいよいよ文化祭。
先週末、「のどじまん THE ワールド」という番組が

放映されていました。時間が合えば見る番組の一つなの

ですが、その理由は「外国人の日本語への愛情」が感じ

られるからです。彼らは、音を楽しむというより、日本

が好きで、その曲の歌詞が好きで歌っているなぁという

のが伝わってきます。日本に住む私たちより、歌詞の意

味を理解し、丁寧に発音して歌っているので、改めてそ

の曲の良さが伝わり感動を生みます。今、君たちも３曲

の合唱曲を練習していますが、君たちはどうでしょう

か？日本語だから、意味分か

るから、という歌い方になっ

てはいませんか？それぞれの

曲には、作詞者や作曲者の思

いが込められています。

「Tomorrow」と「時を越えて」
は、歌詞を読んだら内容もメ

ッセージもすぐ分かると思い

ます。「COSMOS」は少し抽
象的ですが、裏のページに

「COSMOS」の作者ミマスさんがこの曲について書いた文章を
載せています。作者の思いを感じて、歌詞の意味を想像し、歌

うことが大切です。前号でも書きましたが、中学生に求めてい

るのは大きな声で一生懸命歌うということだけではありません。

「心の成長」が感じられる合唱をすることです。この歌詞のメ

ッセージ、この歌詞の世界観、それらを想像しながら、譜面の

記号を読み取りながら、どのように歌えば伝わるか、それをク

ラス全員で意見を出し合い、妥協せず、さらなる上達を目指し

て一人ひとりが努力して、作り上げていくことが大事なのです。

お互いのパートの音を聞いて、どのように歌っているのか感じながら、ハ

ーモニーを作り上げるのです。演劇も同じです。みんなが同じ気持ちで、

同じテンションで一つの場面を作り上げることが必要です。一人でもその

思いが違うと、演技に違和感が

あったり、せっかく役者が思い

を表現して見栄えのある芝居を

しても、音や照明、道具が違っ

ているとそこに違和感を覚えま

す。だから、全員が同じ気持ち

で、同じ思いで、

一つの作品を作

り上げようとす

ることが大事に

なってきます。

これが文化祭を

COSMOS
夏の草原に 銀河は高く歌う

胸に手をあてて 風を感じる

君の温もりは 宇宙が燃えていた

遠い時代のなごり 君は宇宙

百億年の歴史が

今も身体に流れてる

光の声は天(そら)高くきこえる

君も星だよ みんなみんな

時の流れに 生まれたものなら

一人残らず 幸せになれるはず

みんな生命(いのち)を燃やすんだ

星のように 蛍のように

光の声が天(そら)高くきこえる

僕らはひとつ みんなみんな

光の声が天(そら)高くきこえる

君も星だよ みんなみんな

この忙しい中、

新1班は給食当番、がんば

っています。先生たちが手伝

わなくても、自分たちで時間内に

準備できるようになっています。

自分たちだけで活動できることが

増えていることが素晴らしい

です。一つ一つ成長して

います！



する意味です。

あと今日を含めて、1.5 日。ここまでの努力で、ある程度は仕
上がっています。そして、毎日、進歩・成長していることも

感じています。でもここからの仕上がりが、中学生としての

がんばり、入学して７か月の心の成長の見せ所だと思います。

「必死に一生懸命がんばっている」というレベルから、「人に

感動を与える」というレベルへのステップアップを期待して

います。先生は、毎日、頭の中で COSMOS が流れています。
君たちの演劇の心配な場面が浮かんできます。でも、先生に

はアドバイスしかできません。このアドバイスをメモを取り、

質問をし、真剣に受け止めて練習をしてくるクラスメートがいま

す。練習計画通り仕上げようと、準備してくれるクラスメートが

います。そのがんばりに協力してくださる保護者の方や、クラス

メートがいます。貴重な一回一回の練習を前回のレベルから落と

さず、自分はクラスの一員としてどのように動けばいいかを考え

るいい機会です。この文化祭の体験を通して、先を見通して動く

力、準備の大切さ、時間の大切さ、一つのものを作り上げるのに

必要な力を身につけていってほしいです。文化祭当日は、雨も降

り、寒くなりそうです。あなたたちの代わりは誰もいません。先

生も代わりはできません。一人ひとりクラスのために、

体調管理、普段の生活管理を心がけてください。この 1.5
日で、どれだけの成長を見せてくれるか楽しみにしてい

ます。保護者の皆様も初めての文化祭、楽しみにしていてく

ださい。

「世界はあまりにも広く、自分の持ち時間はあまりにも短い……」ふりかえれば、そんなふうに、僕はいつも星空

から多くのことを教わってきました。人生の大きな節目で悩んだときも、ひとり静かに星空を見上げます。そうする

と、勇気づけられ、背中を押されたような気持ちになるのです。僕は星空の影響を受け、考え方が変わりました。

僕にとって星空は、友だちのような、道しるべのような存在です。

夜空に見える無数の星たち。そのほぼ全てが、太陽と同じように自ら輝いていて光を放つ「恒星」です。宇宙に

は、太陽よりずっと巨大な星もたくさんあります。それでもあんな小さな点にしか見えないのは、それだけ遠くにあ

るからなのですね。僕や君の体を作っている元素も「星の中」なのだそうです。星にも寿命があります。星にも誕

生と死があるのです。この宇宙の中に生まれ、限られた時間を生き、いつか消えてゆく。その定めにあるのは人

も星も一緒。それを知ったとき僕は、人間も星も同じだ！と思ったのです。 ミマス

Tomorrow
時の流れ いつでも かけぬけて ゆくから

やさしさだけ 忘れずに抱きしめていよう

大空を自由に 鳥たちが 光の中飛び交うように

夜空から こぼれた星屑が 波の上を滑るだろう

Tomorrow Tomorrow また明日が 素晴らしい夢と

素敵なメロディ運んで来てくれるだろう

Tomorrow Tomorrow 明日を信じて

翼広げ 翔んでみよう

風の中で 聞こえる かすかな 叫びが

誰かから あなたへの ほんとの気持ち

旅立つ あなたに伝えたい

戸惑いや 悲しみを越えること 木漏れ日が

空にクロスして 虹のかけらになることを

Tomorrow Tomorrow また明日が 素晴らしい夢と

素敵なメロディ 運んで来てくれるだろう

Tomorrow Tomorrow 明日を信じて

翼広げ 翔んでみよう

時を越えて
君の夢が一つ 叶おうとしているね

熱い思い重ねて たどり着いた場所

ここまでの道のりが 長く厳しかったこと

たくましくなった君の背中が 教えてくれる

この日の喜びと この日の悔しさを

忘れないように 深く胸に刻み込もう

精一杯の声を出した この瞬間がいつかきっと

君が生きていく力に 変わる時が来るから

君の夢が一つ 生まれようとしているね

何度も迷いながら たどり着いた道

あの日がゴールじゃなくて スタートだったんだと

真っ直ぐに輝君の 瞳が気づかせてくれた

あの日の喜びと あの日の悔しさを

つまずいた時は そっと思い出してみよう

精一杯の力出した あの瞬間がいつかきっと

君が生きていく誇りに 変わる時が来るから

精一杯の汗と涙 流した数だけきっと

君が生きていく強さに 変わる時が来るから

時を越えて羽ばたいて


